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スレッドレーススコリア        スレッドレーススコリアと山口鎌次氏 

 

 鹿児島県立博物館所蔵・展示のスレッドレーススコリアは，大正三年(1914)の桜

島噴火を契機にして，鹿児島女子師範学校の教師であった山口鎌次によって発見さ

れ，詳細な分析が行われた。その結果，岩石学・火山学的見地から貴重な知見が得

られた。このスレッドレーススコリアの文化財的価値を，次の(1)～(3)に列記する。 

 

(1) 日本のスレッドレーススコリアの標本は，鹿児島県立博物館のみに収蔵展示

されている。 

(2） 山口鎌次による分析によると，その起源と成因はハワイのキラウエア火山の

スレッドレーススコリアとはまったく異なること，桜島の噴火をもたらした安

山岩質マグマの化学組成とも異なることが明らかにされた。さらに本スレッド

レーススコリアは，酸性深成岩である花崗閃緑岩を母岩とし，その岩片がマグ

マに取り込まれ，その熱で溶融し，噴火で放出された際の減圧発泡により形成

されたことが指摘され，極めて珍しいものであることが明らかになった。 

(3)  スレッドレーススコリアは，ホットスポットと言われるハワイのキラウエア

火山などの噴出物として知られているが日本の火山ではほとんど知られていな

い。日本を代表する科学博物館あるいは火山博物館の収蔵・展示標本にはハワ

イ産のスレッドレーススコリアはあっても，日本産のものはない。また，2015

年１月時点で，すべての都道府県において文化財にスレッドレーススコリアが

指定された例は報告されていない。 


